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高知大学 × 高知新聞 共同編集

推 しスポット絶 賛活動中

地域を支える
変える高知大

創立 周年75
研  究
最前線

地
殻

マ
ン
ト
ル

高知付近の深部流体の動き

陸のプレート

断層
海

深部流体

リチウムなど

400℃

水を含んだ
プレート

昨
年
の
大
学
祭
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

（
高
知
大
朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
）

高知大学付属特別支援学校の生徒が売る

ドイツ菓子（同校内のホッコスイーツ）

深部流体の分析装置と西尾嘉朗准教授（南国市物部乙の海洋コア国際研究所）

流体が含まれる湧き水を採取する学生（高知市五台山）クリーンルームでの分析作業（南国市物部乙の海洋コア国際研究所）

に
し
お
・
よ
し
ろ
う
　
神
戸
市
出
身
。
広
島
大
理
学

部
卒
、
東
京
大
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
院
生
時
代
の

１
９
９
５
年
に
阪
神
大
震
災
が
発
生
、
地
震
の
研
究
を

始
め
る
。
�
年
か
ら
３
年
間
、
東
京
大
地
震
研
究
所
に

在
籍
し
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）の

横
須
賀
本
部
（
神
奈
川
県
）
と
高
知
コ
ア
研
究
所
で
勤

務
。
２
０
１
５
年
に
高
知
大
に
着
任
し
、
農
林
海
洋
科

学
部
の
専
任
教
員
で
海
洋
コ
ア
国
際
研
究
所
は
兼
務
。

　元日に大地震に見舞われた能登半島付近では２０２０年末から群発地震

が活発化していた。その一因と考えられるのが、地下深くから上がって

きた水などの「深部流体」だ。注目が集まる流体の分布や動きを捉えよ

うとする研究者が、高知大学の海洋コア国際研究所にいる。西尾嘉朗准

教授（�）。「大地震の前は湧き水に含まれる流体成分が変化する可能性

がある。関連性を見つけて地震予測につなげたい」と意気込んでいる。

　高知ストリートダンス、略し

てＫＳＤです。県内五つの大学

の約�人が、ダンスを通して学

生生活を楽しんでいます。卒業

生にはプロもいますが、初心者

も大歓迎。ダンサーと聞くと、何

となく派手で怖いという印象が

あるかもしれません。でもメン

バーは仲間思いで気遣いがで

き、とてもアットホームなサー

クルです。

活動の中心は週２回のワーク

ショップ。高知大の南体育館で

月曜夜、高知市青年センターで

土曜の昼に、それぞれ３、４年生

や卒業生が先生役になり、振り

付けを指導しています。ヒップ

ホップはもちろん、ロックやガ

ールズ、ジャズなど９ジャンル

があり、自分に合ったダンスを

見つけられると思います。

メンバー以外の高校生や社会

人も無料で参加できます。イン

スタ「高知大学ＫＳＤ」に予定表

やダンス動画をアップしている

のでチェックしてみてくださ

い。主催イベントも年５回あり

日々練習しているので、ぜひ一

緒に踊りましょう�

（代表・橘涼葉＝教育学部３年）

　朝倉キャンパスにある高知大学付属特別支援学
ホ ッ コ ス イ ー ツ

校１階に、菓子工房「ｈｏｃｃｏｓｗｅｅｔｓ」がありま

す。ドイツのスイーツを売りにしていて、火、木、金

曜日は高等部の生徒が製造と販売を行っていま

す。

　就業体験の場として開設され今年で�年目。生
ちゅう ぼう

徒が元気に迎えてくれ、厨房では、てきぱきと菓子

作りに励む生徒の姿も。

ショーケースにはドイツ伝統の焼き菓子がずら

り。バニラの甘い香りが広がるクッキー「キッフェ

ル」はホロホロ食感で人気。ハート形のパイ「シュ

バインスオアレン」もサクサクの食感を楽しめま
ばい せん

す。自家焙�の茶葉が香ばしい「土佐あぶり茶ぷり

ん」もおすすめです。接客担当で高等部３年の竹内

日菜さん（�）は「お客さんとふれあうのが楽しく

て、人見知りが直りました」とにっこり。ご近所さ

んや大学生にも愛される、にぎやかなお店です。

　午前�時～午後３時。月土日祝が休み。電話０８８・

８８８・８０３２。（学生広報スタッフ・藤沢采加＝人文社

会科学部３年）　

■
断
層
に
次
々
浸
入

群
発
地
震
の
発
生
は
、
地
下
深

く
の
深
部
流
体
が
動
い
た
の
が
原

因
で
す
。
流
体
を
せ
き
止
め
て
い

た
も
の
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で

壊
れ
、
隙
間
か
ら
上
へ
と
漏
れ
、

断
層
に
次
々
に
浸
入
す
る
。
滑
り

や
す
く
な
っ
た
断
層
が
ず
れ
て
群

発
地
震
が
起
き
る
。
こ
の
仕
組
み

は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
私
は
群
発
地
震
が

起
き
な
く
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
を
含
め
、
多
く
の
地
震
の
発
生

に
流
体
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

実
は
高
知
の
地
下
に
も
深
部
流

体
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
発
生
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
の
温
度
が
関
係
し
て

い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
表
面
は
泥
と

水
が
混
じ
り
合
っ
た
状
態
で
す
。

陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
ん
だ

地
下
約
�
㌔
は
約
４００
度
と
高
温
で

す
。
熱
さ
で
水
が
絞
り
出
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
上
昇
。
周
囲
の
岩
石
成

分
が
溶
け
込
み
な
が
ら
、
深
部
流

体
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
一
部
は
地
表
に
も
漏
れ
出

て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
湧

き
水
の
岩
石
の
成
分
を
調
べ
れ

ば
、
起
源
を
特
定
で
き
る
の
で
す
。

■
リ
チ
ウ
ム
に
着
目

　
私
の
専
門
は
地
球
科
学
。
中
で

も
化
学
の
視
点
で
研
究
す
る
「
地

球
化
学
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
球
化
学
者
は
温

泉
を
採
取
し
、
岩
石
成
分
で
あ
る

ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の

情
報
か
ら
、
深
部
流
体
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
地

表
に
漏
れ
出
る
に
は
長
い
年
月
が

か
か
る
。
そ
の
間
に
雨
水
な
ど
地

表
付
近
の
水
で
薄
ま
り
、
検
出
は

非
常
に
困
難
で
し
た
。

そ
こ
で
私
が
着
目
し
た
の
が
リ

チ
ウ
ム
で
す
。
長
い
年
月
で
も
変

化
が
少
な
く
、
と
に
か
く
〝
記
憶

力
が
い
い
〟
。ど
れ
く
ら
い
の
深
さ

に
存
在
し
て
い
た
か
を
推
定
で
き

る
独
自
の
手
法
も
開
発
し
ま
し

た
。
高
知
コ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

最
先
端
の
装
置
で
分
析
し
て
い
ま

す
。
精
度
が
非
常
に
高
い
の
で
、

微
量
の
リ
チ
ウ
ム
で
も
、
今
ま
で

は
分
か
ら
な
か
っ
た
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
大
地
の
シ
グ
ナ
ル

県
内
で
も
調
べ
て
い
ま
す
。
断

層
な
ど
か
ら
出
た
湧
き
水
約
�
カ

所
に
、
深
部
流
体
に
含
ま
れ
る
岩

石
成
分
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
�
カ
所
で
定
点
観
測
し
て

い
ま
す
。
地
震
前
は
リ
チ
ウ
ム
な

ど
の
成
分
に
変
化
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
０

１
０
年
か
ら
観
測
し
て
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
。

地
震
研
究
の
主
流
で
あ
る
地
球

物
理
学
の
世
界
で
は
、
地
震
の
予

測
は
現
時
点
で
困
難
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。た
だ
、深
部
流
体
に
つ
い

て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。

こ
れ
ま
で
存
在
感
が
薄
か
っ
た
地

球
化
学
も
、深
部
流
体
の
研
究
で
、

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

に
貢
献
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。地

震
の
周
期
は
長
い
。
「予
測
」

の
実
現
に
は
、
デ
ー
タ
が
変
化
し

た
後
に
地
震
が
起
き
る
と
い
う
こ

と
を
何
度
も
繰
り
返
す
必
要
が
あ

り
、
仮
説
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
に

何
十
、
何
百
年
か
か
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
予
測
を
諦
め

る
の
で
は
な
く
、
次
の
地
震
の
準

備
段
階
に
あ
る
今
、
大
地
が
発
す

る
シ
グ
ナ
ル
を
誠
実
に
記
録
し
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

２０２４年（令和６年）１月�日（火曜日） （�）（第３種郵便物認可） ☆


